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現状突破のモデルを

　
少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ

ル
化
な
ど
今
日
の
日
本
は
さ

ま
ざ
ま
な
変
化
に
直
面
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
変
化
に
迅

速
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

は
、
現
状
の
枠
を
突
破
し
て

新
た
な
社
会
モ
デ
ル
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
今
年
度
予
算

を

日
本
再
生

先
導
予
算

と
位
置
付
け
、
各
部
局
と
協

力
し
て
、
５
カ
年
計
画
に
掲

げ
る

の
戦
略
、
「
エ
コ
タ

ウ
ン
」
、
「
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク

ス
」
、
「
健
康
長
寿
」
の
３

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
重
点
的

に
取
り
組
む
。
ま
た
、
経
済

の
再
生
に
向
け
、
す
べ
て
の

施
策
に
、
産
業
を
興
し
、
雇

用
を
拡
大
す
る
と
い
う
視
点

を
加
え
、
「
通
商
産
業
政
策

の
地
方
分
権
化
」
を
進
め

る
。

　
県
民
の
ニ
ー
ズ
に
真
摯
に

し
ん
し

向
き
合
い
な
が
ら
、
「
安
心

・
成
長
・
自
立
自
尊
の
埼

玉
」
の
実
現
を
目
指
す
。

埼玉発の日本再生へ上田清司埼玉県知事に聞く
　
２
０
０
３
年
９
月
の
就
任
以
来
、
制
度
融
資
改

革
、
企
業
誘
致
、
創
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
な
ど
に
力

を
注
い
で
き
た
上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
。

年
８
月

に
ス
タ
ー
ト
し
た
３
期
目
か
ら
は
、

埼
玉
発
の
日

本
再
生
　を
新
た
な
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ

を
実
現
す
る
た
め
に
提
唱
し
て
い
る
の
が
、
「
エ
コ

タ
ウ
ン
」
、
「
健
康
長
寿
」
、
「
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク

ス
」
の
３
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
、
通
商
産
業
政
策
の

地
方
分
権
化
。
上
田
知
事
に
各
戦
略
に
か
け
る
思
い

を
聞
い
た
。

３大プロジェクト推進エコタウン健康長寿ウーマノミクス

　
―
通
商
産
業
政
策
の
地
方
分

権
化
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
「
新
興
国
の
成
長
を
取
り
込

む
の
が
主
な
目
的
。
従
来
、
海

外
に
関
す
る
こ
と
は
国
の
専
権

事
項
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か

っ
た
が
、
今
後
は
地
方
も
独
自

に
各
国
政
府
と
連
携
す
べ
き
だ

と
思
う
。
特
に
新
興
国
は
、
一

部
の
人
た
ち
に
決
定
権
が
集
中

す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
う
し
た

人
た
ち
と
の
パ
イ
プ
を
、
地
方

が
持
っ
て
い
な
い
と
い
け
な

い
。
ま
た
、
あ
る
程
度
現
地
政

府
に
よ
る
保
証
が
な
い
と
、
海

外
進
出
は
困
難
。
埼
玉
県
が
現

地
政
府
に
保
護
し
て
も
ら
い
、

県
が
民
間
企
業
を
保
護
す
る
枠

組
み
が
必
要
だ
」

　
―
内
需
型
産
業
の
振
興
に
つ

い
て
は
。

　
「
大
事
な
の
は
、
各
地
方
で

半
永
久
的
に
経
済
を
回
す
仕
組

み
を
作
る
こ
と
。
県
で
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
実
現

す
る

埼
玉
エ
コ
タ
ウ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

の
モ
デ
ル
事
業

を
、
本
庄
市
と
東
松
山
市
で
進

め
て
い
る
。
地
元
の
中
小
企
業

が
主
な
担
い
手
と
な
っ
て
い
る

の
が
、
埼
玉
モ
デ
ル
の
特
徴
。

本
庄
で
は
約
５
０
０
世
帯
を
エ

コ
タ
ウ
ン
化
す
る
に
あ
た
り
、

地
元
有
力
企
業
３
社
が
太
陽
光

発
電
装
置
を
売
り
込
ん
で
い

る
」

　
「

年
後
に
は
、
資
本
主
義

の
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
あ

る
ア
フ
リ
カ
で
も
、
経
済
成
長

が
ス
ト
ッ
プ
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
つ
ま
り
、
新
興
国
の
成
長

を
取
り
込
む
の
に
も
、
限
界
が

あ
る
わ
け
だ
。
そ
の
時
を
見
据

え
て
新
し
い
社
会
を
作
ら
な
い

と
い
け
な
い
。
原
発
事
故
に
伴

う
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
よ
り
、

日
本
に
は
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら

れ
た
と
思
う
。
最
先
端
の
先
進

国
と
な
り
、
世
界
に
先
例
を
示

す
べ
き
だ
」

　
―
健
康
長
寿
埼
玉
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
健
康
で
な
い
と
、
長
生
き

す
る
の
に
も
お
金
が
か
か
る
。

こ
う
し
た
こ
と
に
よ
る
将
来
へ

の
不
安
が
、
消
費
マ
イ
ン
ド
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
」

　
「
都
道
府
県
別
平
均
寿
命
が

男
女
と
も
１
位
に
な
っ
た
長
野

県
で
は
、
減
塩
運
動
の
よ
う
な

健
康
増
進
活
動
が
各
地
で
起
こ

っ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
こ
と

を
日
本
中
で
や
れ
ば
、
結
果
と

し
て
経
済
の
活
力
は
高
ま
る
と

思
う
。
個
人
で
は
な
く
、
長
野

の
よ
う
に
ま
ち
全
体
で
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
だ
」

　
―
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス

に
つ
い
て
も
お
聞
か
せ
下
さ

い
。

　
「
労
働
人
口
が
減
少
す
る

中
、
女
性
の
さ
ら
な
る
社
会
進

出
は
必
要
不
可
欠
。
女
性
が
キ

ャ
リ
ア
を
継
続
す
る
こ
と
で
、

企
業
に
と
っ
て
は
人
材
を
代
え

な
く
て
良
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

も
出
て
く
る
。
ま
た
、
女
性
が

活
躍
す
る
企
業
か
ら
は
当
然
女

性
向
け
の
ヒ
ッ
ト
商
品
が
生
ま

れ
や
す
い
」

　
「
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場

か
ど
う
か
は
、
結
局
の
所
、
企

業
の
文
化
次
第
。
こ
れ
を
変
え

て
い
く
し
か
な
い
。
週
休
２
日

制
導
入
も
大
企
業
と
役
所
が
先

行
し
、
徐
々
に
日
本
中
に
浸
透

し
て
い
っ
た
。
同
様
に
、
育
児

期
間
中
の
時
短
勤
務
な
ど
を
広

め
る
の
は
、
可
能
だ
と
思
う
」

　
―
国
へ
の
要
望
は
。

　
「
労
働
生
産
性
向
上
に
つ
な

が
る
技
術
開
発
を
、
も
っ
と
効

果
的
に
支
援
し
な
い
と
い
け
な

い
。
地
方
の
企
業
に
関
し
て

は
、
国
よ
り
自
治
体
の
方
が
よ

く
知
っ
て
い
る
。
従
っ
て
国
の

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
採
択
な

ど
の
権
限
を
都
道
府
県
に
持
た

せ
て
ほ
し
い
。
成
果
を
地
方
別

で
比
較
し
、
そ
の
後
の
予
算
配

分
に
反
映
さ
せ
る
の
も
良
い
か

も
し
れ
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と

で
競
争
が
生
ま
れ
、
技
術
開
発

は
活
性
化
す
る
だ
ろ
う
」

地
方
へ
、
も
っ
と
権
限
移
譲
を
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
技
術
開
発
を
支
援

埼玉県特集

三井隆司氏総務部長

さらなる税収確保を

　
県
は
「
エ
コ
タ
ウ
ン
」
、

「
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
」
、

「
健
康
長
寿
」
の
３
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
と
し
た

先
進
的
な
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
攻
め

の
姿
勢
を
財
政
面
で
支
え
る

た
め
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

税
収
確
保
を
図
る
。

　
県
が
直
接
徴
収
す
る
自
動

車
税
等
の
納
税
率
は
１
９
５

４
年
度
以
降
で
最
高
と
な
っ

た
が
、
県
税
で
最
も
大
き
な

割
合
を
占
め
る
個
人
県
民
税

の
納
税
率
に
つ
い
て
は
苦
戦

し
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
市
町
村
が
徴

収
す
る
個
人
県
民
税
の
納
税

率
ア
ッ
プ
に
向
け
、
県
と
市

町
村
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で

動
い
て
い
く
。

　
新
た
な
方
策
と
し
て
、
徴

収
の
好
取
り
組
み
事
例
を
市

町
村
同
士
で
意
見
交
換
す
る

場
を
県
内
各
地
に
設
け
る
な

ど
、
市
町
村
が
自
発
的
に
徴

収
を
強
化
で
き
る
よ
う
支
援

し
て
い
く
。

彩
の
国
主
要
幹
部
に
聞
く

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ５月３１日 金曜日 　　


